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Ⅰ　問　題
　総合的な学習の時間では，学校が地域や学校，児童
生徒の実態等に応じて，教科等の枠を超えた横断的・
総合的な学習とすることと同時に，探究的な学習や協
働的＊な学習とすることが重要であるとされ，特に，
探究的な学習を実現するために，「①課題の設定→②
情報の収集→③整理・分析→④まとめ・表現」の探究
のプロセスを明示し，学習活動を発展的に繰り返して
いくことが重視されている１）。
　ここで，単に探求的というだけでなく，協働的に取
り組むことが重視されていることは，総合的な学習の
時間の目標の一つに，「探求的な学習に主体的・協働
的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら積
極的に社会に参画しようとする態度を養うことが示さ
れていることからも分かる。学習指導要領解説ではこ
の点について次のように触れている。
　　総合的な学習の時間で育成することを目指す資
質・能力は，よりよく課題を解決し，自分の生き方
を考えるための資質・能力である。こうした資質・
能力を育むためには，自ら問いを見いだし，課題を
立て，よりよい解決に向けて主体的に取り組むこと
が重要である。他方，複雑な現代社会においては，
いかなる問題についても，一人だけの力で何かを成
し遂げることは困難である。これが協働的に探究を
進めることが求められる理由である。（中略）
　　こうして探究的な学習に主体的・協働的に取り組
む中で，互いの資質・能力を認め合い，相互に生か
し合う関係が期待されている。また，探究的な学習
の中で児童が感じる手応えは，一人一人の意欲や自
信となり次の課題解決を推進していく２）。
　このように，総合的な学習の時間では，探求的な
テーマ学習というだけでなく，同時に，お互いの資
質・能力を認め合い，相互に生かし合うといった肯定
的な人間関係形成や，一人一人の意欲や自信を引き出
すことも期待されており，こうした心理教育的な側面
に焦点を当てた実践が行なわれている。
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１．総合的な学習の時間を通した心理教育
　例えば，松永３）は小学５・６年生を対象として，
総合的な学習の時間において個人プランニングを核と
したピア・サポートプログラムを行なった。６年生で
は，４月に新入学生に対して，５月に運動会に向け
て，９月に修学旅行に向けて，10月に全校のサポート
活動で計４回の個人プランニングとサポート活動を，
５年生では学級の課題を元に２回の個人プランニン
グとサポート活動を行なった。活動前後でASSESS尺
度４）を比較した結果，６年生では友人サポート，向
社会的スキル，５年生では友人サポートが有意に向上
した。
　松山ら５）は，小学５年生を対象として，総合的な
学習の時間の授業において，ピア・メディエーション
トレーニングを９時間かけて行なった。その結果，
ASSESSの非侵害的関係得点の向上と維持が示される
とともに，友だち同士の安心感の増加や，もめごとに
対する抵抗感の減少が見られ，同プログラムが「学級
の立て直し」の一助となる可能性が示された。
　ピア・メディエーションは中学生対象の実践も報告
されており，富田ら６）は，１年生を対象として「自
分で課題を見つける」「自己の生き方を考える」を観
点とする総合的な学習の時間及び学級活動の時間を活
用して，全８時間の実践を行ない，ピア・メディエー
ショントレーニングを行なった。その結果，リーダー
シップ力のある生徒は，プログラム実施後にメディ
エーション能力が高められる傾向が見られ，リーダー
シップ力がメディエーションに影響を及ぼしているこ
とが示唆されている。
　三宅７）は，中学１年生を対象として，総合的な学
習の時間を利用して「小学校訪問」をピア・サポート
活動として位置づけたピア・サポートプログラムを実
施し，社会的スキルおよび自己有用感の観点からその
効果を検討した。「ピア・サポートって何だろう」，
「印象の良い話し方」，「気持ちの良い聞き方」を内容
とする１回あたり50分，計３回のトレーニングを行
なった後，同じ校区にある小学校訪問を行なった。結
果，プログラムの前後や，トレーニングとサポート活
動の前後で社会的スキルと自己有用感が有意に向上
し，特に事前には評定値が低めであった生徒の得点が
上昇したことが示された。
　藤亀８）は，中学１年生を対象として，総合的な学
習の時間などを利用し，１回50分のピア・サポートプ
ログラムを８回実施する実践を２ヵ年行なった結果を
報告している。実践にあたってはプランニング段階で
活動に対する動機付けを高めることと，スーパービ
ジョン・フォローアップ段階でサポート活動に対する
自己効力感を高める工夫を取り入れた結果，サポート
する喜び，良好な人間関係の形成，他者理解の深ま
り，他者支援の意義への気づきが深まるとともに，
ASSESSの向社会的スキル，友人サポート，教師サ
ポートが高まったことが示された。
　小野澤ら９）は，中学１年・２年生を対象として，
総合的な学習の時間を用いて，スクールオリエンテー
リングをサポート活動とした実践を行なった。第１回
の授業ではピア・サポートや活動のねらい，オリエン
テーリングについて説明し，縦割りのグループに分か
れて自己紹介とグループ名を決めさせることを行なっ
た。第２回には校内を回るオリエンテーリングを行な
い，第３回では校外近隣を回るオリエンテーリングを
行なった。各回の活動後には振り返りの時間が持た
れ，個人の振り返りと，グループとしての振り返りの
それぞれを求めた。その結果，活動後には，KISS18
尺度10），先輩・後輩との関係，オリエンテーリングに
必要な技能のいずれにおいても向上した。
　以上はいずれもピア・サポートに関するものである
がピア・サポート以外にも，心理教育的な側面に焦
点を当てた総合的な学習の時間の実践研究は少なく
ない。例えば，霜村ら11）は，小学５年生を対象とし
て，総合的な学習の時間において，自己理解や他者理
解を含めた７回のソーシャルスキルのトレーニングを
行なった結果，クラス全体として社会的スキルが向上
するとともに，個別の児童においても望ましい行動の
増加があったことを報告している。
　稲垣ら12）は昼間単位制の高校生生徒24名を対象
に，自由選択科目「総合的な学習の時間（単元名：
私と出会おう）」において１回あたり90分，全17回の
セッションのなかで，構成的グループエンカウンター
を導入した実践を行なっている。プログラムには自己
受容，他者受容，グループコンセンサスの課題が含ま
れ，実践の前後でエゴグラムを比較した結果，男子で
はCPの得点が下降し，NP・Ａ・ACの得点が上昇し
たこと，女子ではCPが下降し，Ａ・FCの得点が上昇
したことが示された。
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　また，小林ら13）は稲垣らの実践に続いて，同じ授
業で「道を尋ねられたときの答え方」「友だちにもの
を頼む・仲間に入る」などのソーシャルスキルトレー
ニングの実践を行ない，前後において園田らのアサー
ション度チェックリストで評価した結果，受動的コ
ミュニケーションが減少し，主張的コミュニケーショ
ンが増加したことが示された。
　原田ら14）は高校１年生を対象として総合的な学習
の時間を利用し，コミュニケーション，聴く，自尊
心，感情のコントロールなど８つのスキル課題を設定
して10回のセッションを行なった。その結果，向社会
的スキルが増加し，引っ込み思案行動や攻撃行動が減
少した。
　保坂ら15）は，小学４年生を対象に週２時間，計10
時間をかけて総合的な学習の時間を利用して臨床美術
実践を行ない，「自らの感性に基づいて作品に向き合
い，感じたことを表現することができる」，「自分とは
立場の違う人との共同制作や遊びを通した交流がで
き，相手のことを考えてコミュニケーションを取ろう
とすることができる」という単元目標のもとで「福祉
教育・交流教育」の実践の一部に位置づけた実践を行
なった。その結果，自分の感じたことや思ったことを
表現する行為とそれを他者から認められ，他者を認め
る体験を通して，自己他者ともに肯定できる心の涵養
が行なわれたこと，実践的な学習によって，様々な難
しさや課題を感じながらもグループの仲間と協力しな
がら，他者に伝えることの意義について体験すること
ができたとしている。
２．ピア・サポートと協働学習
　このように，総合的な学習の時間においては，社会
的スキルの育成などを目的とした心理教育的な実践が
一定の成果を上げている一方で，そうした心理教育的
アプローチを，協働学習に求められる資質や能力の育
成として活かそうとする検討も行われている。
　例えば池島ら16）は，ピア・サポートに関する取り
組みが総合的な学習の時間や道徳，特別活動の時間
に導入される傾向が高いことを指摘した上で，「しか
し，よく考えてみると，学校の教育課程で一番多くの
時間が割かれているのは各教科の時間」であり，「そ
の時間に『わからないこと』を出し合って学び合い，
教え合いがスムーズに行われれば，子どもたちの学び
はさらに深まる」と述べ，ピア・サポートプログラム
を協働学習に必要なスキル教育の一つに位置づけた実
践を，中学２年の英語科の授業で行っている。
　協働（協同）学習は，課題に対して学びを起こさ
せ，学習に対して積極的に取り組む姿勢を引き出す学
習法である。そのことが学力向上の要因となり，学習
効果があるとされる17）。その一方で，実際には授業に
導入しても協働学習が成立しないこともあり，その難
しさも指摘されている16），18）。
　池島らはその原因に，学習グループ内の人間関係
が機能していないことが考えられるとして，「学習グ
ループ内の人間関係が良く，教え合いや相談，褒め合
う姿勢が起こってくれば学習意欲が高まり，授業内
で『学び』は発生する」としている。池島らの実践で
は，各回の授業に「ピア・サポートプログラム」と
「ペアワークを取り入れた協同学習」の２つを取り入
れ，ピア・サポートプログラムのスキル訓練を行った
後で，ペアワークを中心とする協働学習を行った。ス
キル訓練には傾聴スキルや，プラスのストローク，対
立問題を解消するスキル学習が含まれた。計16時間の
実践の結果，ASSESSの対人的適応が向上したこと，
学習的適応には変化が認められなかったが定期テスト
の平均は向上したこと，要支援生徒にも向上が見られ
たことが示された16）。
　ところで，こうしたスキル教育を授業の導入部に行
うことは，ピア・サポートではトレーニング過程とし
て位置づけられている。本体の活動と並んで，それに
先立って活動に必要なスキルをあらかじめトレーニン
グしておくことは学習領域の一つとして位置づけら
れており19），ピア・サポートの特徴の一つとなってい
る。懸川20），21）は，このトレーニング過程と本体の活
動とを円環的に組み合わせた体験過程をモデル化した
ピア・サポートモデルを提案している（図１）。
図１　ピア・サポートモデル（懸川，2002；2009）
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　このモデルでは，まず本体の活動（サポート活動）
に先立って，それに必要な知識やスキルを体験的な課
題を通して学習させる「トレーニング」があり，続い
てトレーニングの体験で得た実感や感想を踏まえて，
サポート活動にあたっての個々人の課題とその解決目
標を設定し，課題の解決策，計画，実施内容を考え
る「個人プランニング」を行なう。続いて活動の本体
である「サポート活動」では，個人プランニングを踏
まえた実践が行われることになり，活動で得た気づき
は「スーパービジョン」によって振り返られ，次のス
テップに活かされる。そしてこの４段階を循環させる
ことで，持続的に成長可能な体験過程を得ることがで
きるというものである。
　本体の活動に必要なスキルがまず示され，それに対
応したトレーニングが行われること，そしてその結果
を踏まえて個人目標が立てられ，その上で本体の活動
に取り組むというこのモデルは，それぞれの目的や
意義を明確に捉えることができ，児童生徒にとって分
かりやすく，取り組みやすいものになっていると同時
に，個人目標とその達成の度合いを自覚しやすく，成
長や自信に繋がりやすいという特徴がある。
　さらにこのモデルは，個人の体験過程だけでなく，
集団（グループ）活動のマネジメントサイクルとして
も重ね合わせることができるものとなっている。自分
自身への振り返りと同時に集団活動への振り返りも行
いながら，集団の中での個人の役割を意識しつつ，集
団としての課題発見や集団目標の設定といった，いわ
ゆる集団づくりの過程を合わせて進められるメリット
があり，集団での課題解決に適したモデルと言える。
　このように，ピア・サポートモデルは，探求的な学
習を促すという点でも，協同による学習を進める点で
も，ともに有効なフレームワークとして期待されると
ころであり，総合的な学習の時間においても，こうし
た観点での実践研究が期待されるところである。
　そこで本研究では，小学６年生を対象として，修学
旅行の事前事後指導を含む一連の探求的な学習活動に
おいてピア・サポートモデルを導入し，トレーニング
から振り返りまでの一連の体験過程を踏まえた授業実
践を行なうこととした。
Ⅱ　方　法
１．対象
　Ｇ県内Ｍ小学校６学年の１クラス（男子14名，女子
15名，計29名）の児童を対象とした。なお本校は全
児童数が約480名，各学年２～３クラスの中規模校で
あった。なお，総合的な学習の時間の全体目標は「体
験的・問題解決的な学習を通して，地域の人，歴史，
環境の素晴らしさを学びながら，自ら学び考える力を
育てるとともに，夢や希望をもって自己の生き方につ
いて考えることができるようにする」であった。
２．実践期間と実践の概要
　2017年４月から11月（表１）。実践は修学旅行にお
いて行われる「鎌倉歴史探検」の事前事後指導を中心
として，それに関連する学習内容によって構成した。
　９月までの授業の中でも，トレーニングに位置づけ
られる内容や，計画を立てたり，振り返りをしたりと
いった活動は含まれているが，10月にはピア・サポー
トモデルを強く意識した４つの実践を行った。まず，
「鎌倉歴史探検」の実践に向け，紙上シミュレーショ
ンによる体験学習を行ない，個人ごとの課題と目標
とを設定した（実践Ⅰ）。次に当日に起こりうるであ
ろう様々な出来事を予想させた上で，どのように対処
すればいいのかの対処法をグループで考えさせた（実
践Ⅱ）。「鎌倉歴史探検」の終了後には，個人目標やグ
ループの目標を踏まえつつ，当日の活動をふり返った
（実践Ⅲ）。さらに，「鎌倉歴史探検」で学んだことを
表１　実践の流れ
時期 時間 学習内容等
１ ４月 総合の時間 「藤岡歴史探検」の活動計画の立案
２ ５月 遠足 藤岡歴史探検（学校近隣の史跡等の見学）
３ ６月 社会 単元「武士の世の中へ」
４ ９月 総合の時間 「鎌倉歴史探検」の準備（鎌倉ノートの作成の仕方）
５ 総合の時間 よりよい鎌倉ノートについて考えよう
６ 総合の時間 鎌倉ノートづくり
７ 10月 総合の時間 「東京観光」紙上体験（実践Ⅰ）
８ 総合の時間 班別計画の作成
９ 総合の時間 「こんなときどうする？」（実践Ⅱ）
10 修学旅行 鎌倉歴史探検
11 11月 総合の時間 「鎌倉歴史探検をふり返ろう」（実践Ⅲ）
12 学級活動 たてわり班活動を見直そう
13 学級活動 たてわり班活動
14 学級活動 学んだことを生かして実践してみよう
15 学級活動 「実践を振り返ろう」（実践Ⅳ）
231総合的な学習の時間の指導法に関する一検討
今後の学校生活でどのように活かしていくかを個人ご
とに考えさせ，実践のための期間をおいた上で，その
結果を振り返らせた（実践Ⅳ）。いずれの実践でも，
活動の最後に振り返りカードを渡し，授業の反省（課
題）とそれを次回の授業にどう生かすか記述させた。
そして次回の授業の始めにそのカードを返却し，前
時の振り返りを目標として意識できるように配慮し
た。「鎌倉歴史探検」の活動としては実践Ⅰと実践Ⅱ
が「トレーニング」および「プランニング（個人およ
びグループの課題と目標）」，実践Ⅲが「スーパービ
ジョン」の活動に相当する。また，実践Ⅲと実践Ⅳの
間に，「学んだことを生かしてみよう」としての活動
のサイクルが含まれている形となっている。
３．実践内容
　実践Ⅰ　「東京観光」紙上体験
　本時のねらいは，①班別計画を立てる疑似体験を通し
て，自分の考えを伝えたり相手の考えを受け止めたりす
ることの大切さに気付けるようにする，②鎌倉班別計画
を立てる際の練習とし，班別計画を立てる上で気を付け
るべきことに気付けるようにする，の２つであった。
　「東京観光」は，集団での課題解決の実習教材の一
つであり22），観光ルートを計画立案し，時間内に回る
ことができるかどうかを紙上シミュレーションするも
のである。１人あたり３～４枚の情報カードが配布さ
れ，全員が持つ情報を全て組み合わせて考えないと，
計画が完成しないように作られている。情報カードの
内容は口頭で伝えるルールであり，児童同士で積極的
にコミュニケーションを取りながら課題を解決するこ
とが求められる。制限時間は津村22）と同じ30分とし
たが，これは本来大人も取り組める内容の教材であり
小学生では時間が掛かることが懸念されたため，ルー
トの一部を示した「ヒントカード」を２種類作り，
開始から10分経過後と20分経過後に，それぞれヒント
カードを受け取ることができるようにし，受け取るか
どうかはグループの判断に任せた。終了後には，「メ
ンバーの発言や行動について気づいたこと」，「『鎌倉
歴史探検』の班別計画を立てるときに活かせること」
を含めた振り返りを行なわせた。
　実践Ⅱ　「こんなときどうする？」
　本時のねらいは，①鎌倉歴史探検でハプニングが起
きたときの疑似体験を通して，自分の考えを伝えた
り，相手の考えを受け止めたりすることの大切さに気
付けるようにする，②鎌倉歴史探検でハプニングが起
きた際の練習とし，旅行中に問題が発生したときに適
切に対処できるようにするとともに，自分の役割を自
覚して積極的に行動できるようにする，であった。
　『鎌倉歴史探検』は，数名でグループ（班）を作
り，事前に班ごとに計画しておいたルートに従って史
跡等を巡るものである。その当日，班別に行動してい
る最中に起こりうる事態を想定し，ハプニングが生じ
た場合に，どう行動すればよいのかをグループごとの
話し合いを通して考えさせた。
　ハプニングの例として６つの状況を提示し，班のな
かで話し合ってその対応について考えさせた。班のメ
ンバーには「班長」「副班長」「地図・記録係」「保健
係」「写真係」「時計係」の６つ役割のいずれかが与え
られており，ハプニングの６つの状況は，それぞれの
役割に対応させたものとなっていた（図２）。話し合
いにあたっては，トレーニングに位置づけられていた
５月の遠足「藤岡歴史探検」の事後に書かせた感想を
図２　「こんなときどうする？」ハプニングの状況例
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フィードバックしながら，体験を振り返らせ，今回は
どのようなことに気をつけたらよいのかを考えるよう
に促した。話し合いの結果は班ごとにまとめさせ，本
時の後半で発表させてクラス全体で共有した後，最後
に「メンバーの発言や行動について，あなたが気づい
たことや感じたこと」「本番で活かせること」を含め
た振り返りを行なわせた。
　実践Ⅲ　「鎌倉歴史探検を振り返ろう」
　本時のねらいは，①鎌倉歴史探検を班で振り返る際
に，自分の考えを伝え，相手の考えを受け止めたりす
ることができる，②鎌倉歴史探検を班で振り返る活動
を通して，協力できた点，もう少し協力できた点を考
え，これからの学校生活にどのように生かしてゆける
か考えることができる，の２つであった。
　本時では，「鎌倉歴史探検」の写真をスクリーンに
映してその様子を振り返らせたあと，①班で協力でき
たこと，②もっと協力すればよかったこと，③（②に
ならないためには）どうすればよかったか，④今後の
学校生活で生かせること，の４つそれぞれについて，
班のなかで話し合いを持たせた。①～③は各自で気づ
いたこと，考えたことを付箋に書かせ，班の中で全員
の意見を共有できるようにした（図３）。③について
は，誰かを責めたり係の責任にするのではなく，「班
全体でどうすればよかったか」という視点で，できる
だけ多くの解決策が得られるように促した。
　実践Ⅳ　「鎌倉歴史探検で学んだことを生かしてみ
よう」
　本時のねらいは，①鎌倉班別活動で学んだことを生
かしてみよう」の発表を通して友達がどのような取り
組みをしているのかを知り，色々な場面で経験を活用
できることに気付くことができる，②鎌倉班別活動で
学んだことを生かしてみよう」をふり返り，これから
の生活がよりよくなるためにはどうしたらよいか考え
ることができる，の２つであった。
　実践Ⅲでは，「これからの学校生活で生かせること」
を「どんな場面で，どのように」と具体的に書かせ，
実際に学校生活の中でそれを実践するように促してい
る。そこで本時では，それらの実践の成果についてク
ラス全体で発表し合い，「鎌倉班別活動で学んだこと」
と「生かした場面」を黒板上で整理して，「鎌倉班別
活動で学んだこと」が学校生活で生かせるということ
に気付かせた（図４）。
４．測定尺度
①社会的スキル尺度：KISS1810）を小学生向けに改変し
た18項目。「５いつもそうだ」「４たいていそうだ」
「３どちらともいえない」「２たいていそうではない」
「１いつもそうではない」の５件法で評価させた。
図３　「鎌倉歴史探検を振り返ろう」の班ごとの振り返りの例
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②グループ活動のスキル：KISS18を元にして，グ
ループでの協働に求められるスキルを問う11項目を
独自に設けた。①と同様に５件法で評価させた。
５．実践者
　実践Ⅰから実践Ⅳの授業は，教職大学院課題研究の
一環として，第２著者が行なった。
Ⅲ　結　果
１．スキル得点の変化
　測定尺度を質問紙にして「鎌倉歴史探検」の前（実
践Ⅱ）と後（実践Ⅳ）に児童に配布し，記入を求め
た。前後での比較の結果，「同級生と話していて，あ
まり会話がとぎれない方ですか」，「同級生の人にやっ
てもらいたいことを，うまく指示することができます
か」を始め18項目中13項目，および尺度合計において
有意差が認められ，いずれも事後では得点が向上して
いること示された（表２）。
　また，グループ活動で児童に身につけて欲しい資質
については，「グループの人にやってもらいたいこと
を，うまく指示することができますか」「グループの
人を助けることを上手にやれますか」を始め11項目中
４項目で有意差が認められ，いずれも事後では得点が
向上していること示された（表３）。
２．実践の振り返り
　実践Ⅳの振り返りにおいて①気づいたこと，②自分
の実践を振り返りこれからの生活がよりよくなるには
どうしたらよいか」を記述させた結果の一部を以下に
示す。
　児童Ａ：①旅行や遠足で計画を立てて
実践してもう終わりではなく，これから
の学校生活やサッカーなど習い事にも生
かすことができそうです。②みんなと遊
ぶ時などに自分だけや数人だけが楽しめ
るものではなくその場にいる全員が楽し
んでもらえるように協力することで生活
がより良くなると思います。
　児童Ｂ：①みんなが楽しく活動するた
めには積極的に協力して自分で立てた目
標や計画，役割を果たすとみんなで楽し
く活動できると思います。それぞれみんながあげた目
標はつながっていて１つのことを色々な場面で生かす
ことができる。②自分で立てた目標を１つずつに達成
できるようにしていきたい。これからの生活がよりよ
くあるためにクラスの係や委員会活動などの任せられ
たことを責任を持って果たしたいです。
　児童Ｃ：①学校生活だけではなく，他の生活でも鎌
倉の時のことを生かしていける。１つのことを色々な
ところで生かすことができて，これからも色々なと
ころで鎌倉のことを生かしていきたいです。②自分で
は，役割を果たすことも大切だし，目標や計画を立て
るのも大切だと思うから，友達みんなで協力して，楽
しくこれからも頑張っていきたいと思います。
　児童Ｄ：①私は一つのことでもいろいろなことに生
かせるということが分かったので，修学旅行のこと
を「生かす」ことは普段の生活の中でもできることな
ので大切だと思いました。②これからの生活がより良
くなるためには，自分のことだけではなくみんなのた
めに行動したりして相手のことをしっかり理解すれば
「協力」などいろいろなことがよくなると思います。
実践を振り返り，ここで学習してわかったことを，普
段の生活の中で挑戦してみたいです。
　児童Ｅ：①私は一つの目標でも色々なことに役立て
ることができると思ったし，目標を立てるとそれに向
けて頑張れることが分かりました。②これからはクラ
スのみんなへの目標や下級生への目標，そして自分へ
の目標を立ててそれを達成できるようにしてこれから
も鎌倉班別行動を毎日生活する中で生かしていきたい
と思いました。
図４　「鎌倉歴史探検で学んだこと」と「学校生活で生かせること」
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Ⅳ　考　察
１．授業実践について
　本実践は修学旅行において行われる「鎌倉歴史探
検」の事前事後指導を中心として，関連学習を組み合
わせながら，ピア・サポートモデルを通してグループ
での協働学習と探求的な学習を促すことを試みた。
　本実践では，以下の４つの相においてピア・サポー
トモデルでの位置づけを明確にした。まず，トレーニ
ングとしての「藤岡歴史探検」である。従来より本校
では５月にこの活動を行なっており，これが「鎌倉歴
史探検」の事前体験の役割を果たしていたが，本実践
ではこれを明確にトレーニング過程に位置づけ，事後
には振り返りを行なわせて，本番の「鎌倉歴史探検」
に向けた個人の課題を明確にさせた。
　第２は「鎌倉歴史探検」に向けての調べ学習と，そ
れをまとめる「鎌倉ノート」の作成（９月）である。
この活動は指導要領が示す探求プロセスの「②情報
の収集」から「④まとめ・表現」に相当するものであ
るが，このプロセスの中でも「整理・分析」，「まと
め・表現」に対する取組が十分ではないという課題
が指摘されおり，探究のプロセスを通じた一人一人の
資質・能力の向上をより一層意識することが求められ
ていた22）。そこで本実践は各自でまとめたノートを見
せ合って，お互いの良いところを再認識させた上で，
ノートを改善し完成させるまでの見通しをつけさせる
ことにした。これはピア・サポートモデルのトレーニ
ングとプランニングの機能と位置づけられる。
　第３は，実践Ⅰから実践Ⅲにかけての流れである。
実践Ⅰと実践Ⅱはトレーニングに位置づけられるが，
表２　「鎌倉歴史探検」前後における社会的スキル尺度（Kiss18）の平均とその変化
事前 事後
平均 SD 平均 SD 差（D） SE t
１ 同級生と話していて、あまり会話がとぎれない方ですか 4.111 0.847 4.429 0.634 0.346 0.166 2.087 ＊
２ 同級生の人にやってもらいたいことを、うまく指示することができますか 3.815 1.075 4.357 0.870 0.538 0.177 3.035 ＊＊
３ 同級生の人を助けることを、上手にやれますか 4.111 0.641 4.250 0.585 0.192 0.136 1.413
４ 相手がおこっているときに、うまく落ち着かせることができますか 3.519 0.893 3.857 0.803 0.346 0.166 2.087 ＊
５ 知らない人とでも、すぐに会話が始められますか 3.407 1.338 4.107 1.066 0.731 0.219 3.340 ＊＊
６ まわりの人たちとのあいだでトラブルが起きても、それを上手に処理できますか 3.444 0.698 3.857 0.705 0.385 0.148 2.606 ＊
７ こわさや不安な気持ちを感じたときに、それをうまく処理できますか 3.593 0.931 4.250 0.887 0.654 0.254 2.576 ＊
８ 気まずいことがあった同級生と、仲直りできますか 4.185 0.962 4.536 0.693 0.346 0.156 2.214 ＊
９ 活動をするときに、何をどうやったらよいか決められますか 4.370 0.742 4.571 0.573 0.231 0.150 1.539
10 同級生が話しているところに、気軽に参加できますか 3.963 1.018 4.464 0.838 0.500 0.159 3.138 ＊＊
11 同級生から失敗をせめられたときにも、それをうまく片づけることができますか 3.519 1.122 4.107 0.916 0.615 0.176 3.495 ＊＊
12 活動の上で、どこに問題があるかすぐに見つけることができますか 3.889 0.847 4.179 0.548 0.385 0.167 2.301 ＊
13 自分の感情や気持ちを、すなおに表現できますか 3.407 1.185 3.750 1.266 0.192 0.176 1.095
14 あちこちから、つじつまが合わない（人によって言うことがちがっている）話が伝わっ
てきても、うまく処理できますか
3.630 1.043 4.107 0.875 0.423 0.126 3.353 ＊＊
15 初対面の人に、自己紹介が上手にできますか 4.037 1.126 4.214 1.134 0.231 0.210 1.100
16 何か失敗したときに、すぐにあやまることができますか 4.111 0.698 4.464 0.744 0.308 0.144 2.132 ＊
17 同級生の人たちが自分とはちがった考えを持っていても、うまくやっていけますか 3.926 0.997 4.214 0.787 0.308 0.173 1.775
18 活動の目標を立てるのに、あまり困難（難しさ）を感じないほうですか 3.926 0.781 4.464 0.637 0.577 0.159 3.638 ＊＊
尺度合計 68.963 10.420 76.179 9.141 7.308 1.293 5.650 ＊＊
一部の項目は語句を言い換えたり（「和解」を「仲直り」にする、「非難された」を「失敗を責められた」にする等），語句（「つずつまが合わない」「困難」）に説明を加えた
りしている。
＊＊：p＜.01，＊：p＜.05
表３　「鎌倉歴史探検」前後における、グループ活動に必要なスキルの平均とその変化
事前 事後
平均 SD 平均 SD 差（D） SE t
１ グループの人と話していて、あまり会話がとぎれない方ですか 4.148 0.907 4.429 0.742 0.308 0.155 1.99
２ グループの人にやってもらいたいことを、うまく指示することができますか 3.889 1.251 4.357 0.731 0.5 0.194 2.575 ＊
３ グループの人を助けることを、上手にやれますか 4.185 0.736 4.571 0.573 0.385 0.137 2.813 ＊＊
４ 気まずいことがあったグループの人と、仲直りできますか 3.926 0.958 4.321 0.863 0.423 0.177 2.391 ＊
５ グループの人が話しているところに、気軽に参加できますか 4.481 0.802 4.429 0.79 －0.038 0.152 －0.254
６ グループの人から失敗をせめられたときにも、それをうまく片づけることができますか 3.741 1.059 4.107 0.875 0.385 0.137 2.813 ＊＊
７ 自分の考えをグループの人に伝えることができますか 4.444 0.974 4.571 0.69 0.154 0.154 1.000
８ グループの人の考えを受け入れることができますか 4.444 0.577 4.714 0.46 0.269 0.142 1.895
９ グループの人と協力して課題を解決することができますか 4.741 0.526 4.75 0.441 0.038 0.13 0.296
10 グループの中で自分の役割を果たすことができますか 4.63 0.742 4.679 0.476 0.077 0.146 0.527
11 グループの中で進んで仕事を見つけ、積極的に活動することができますか 4.333 0.832 4.393 0.629 0.115 0.15 0.768
＊＊：p＜.01，＊：p＜.05
235総合的な学習の時間の指導法に関する一検討
紙上体験（実践Ⅰ）と当日のハプニング
への対応（実践Ⅱ）という，本体のサ
ポート活動（鎌倉歴史探検）に近い課題
を用意したことで，児童にとっては目的
意識を持ちやすく，取り組んだ後の振り
返りからプランニングに繋げやすくする
ことができたと思われる。いずれの実践
とも本時の展開の範囲内でトレーニング
とプランニングの両方を行なわせているが，それが可
能であったのも，課題の類似性が影響していると考え
られよう。サポート活動の前後で社会的スキルやグ
ループ活動のスキルを比較した結果では，いくつかの
項目で向上がみられており，ピア・サポートモデルを
意識した一連の実践には，一定の効果があったと考え
ることができるであろう。
　そして最後は，実践Ⅲから実践Ⅳにかけて，「学ん
だことを今後の学校生活でどのように活かしていく
か」の流れである。これは円環的なモデルであるピ
ア・サポートモデルが，持続的に機能していくことを
想定したものであった。実践Ⅳの振り返りにおける児
童の感想には，その効果の一端を見て取ることができ
るだろう。
　なお，以上の実践を通して，次の２点に留意した。
まず，児童に対しては，ピア・サポートモデルを示し
ながら，その活動がモデルのどこに位置づけられる
のかを確認することを活動のたびに繰り返した（図
５）。これにより，一つ一つの活動の目的やねらいが
明確に意識付けされたものと思われる。
　第２は，話し合いにおいては折に触れ，よいところ
やよくできたところ，頑張ったところなど，肯定的
で前向きなところに焦点を当てるように働きかけた
ことである。これは肯定的な働きかけ（appreciative 
Inquiry）による対話手法24），25）の手立てを一部取り入
れ，手のよさや長所，強みを積極的に引き出すことで
学習意欲を高め，今後の学習に繋げていくことをねら
いとしたものであった。
２．総合的な学習の時間とピア・サポートモデル
　小林26）は，ピア・サポートモデルにおける問題解
決過程としての活動の特徴と，総合的な学習の時間の
ねらいや内容とに共通性を見出し，ピア・サポートモ
デルが問題解決能力の育成の一手段になりうることを
示している。本実践の内容も，グループでの問題解決
を含むもので，問題解決に向けた活動を通して，探
求的な学びを深め，「互いの資質・能力を認め合い，
相互に生かし合う」関係づくりを目指すものであっ
た。池島ら16）はピア・サポートを活かした協働学習
によって「声を掛け合うことが多くなり，お互いに教
えあう場面がしばしば見受けられるようになった」，
「お互いに尊重しあう思いやりのある言葉がけに変化
していった」とその効果を示しているが，本実践の児
童にも同様の変容が見受けられたように思う。ピア・
サポートによって協働性を高め，学びを深めていくこ
とを促すという点で，ピア・サポートモデルは総合的
な学習の時間の指導法の観点からも興味深いモデルで
あると言えるであろう。
　総合的な学習の時間で取り扱われるテーマや内容は
多岐に渡るが，今後は他のテーマや内容を扱った学習
にもピア・サポートモデルを適用し，その有効性につ
いて確認していく必要があるものと思われる。
３．まとめ
　本研究では，探究的な学習や協働的な学習を促す枠
組みの一つとして，ピア・サポートモデルを取り上
げ，総合的な学習の時間の授業実践のうち，心理教育
に焦点を当てたいくつかの研究例を概観し，ピア・サ
ポートモデルの位置づけを示した。次に小学６年生を
対象とし，総合的な学習の時間を中心として，修学旅
行とその事前事後指導を含む一連の探求的な学習活動
においてピア・サポートモデルを導入し，トレーニン
グから振り返りまでの一連の体験過程を踏まえた授業
実践を行なった。ピア・サポートによって協働性を高
め，学びを深めていくことを促すという点で，ピア・
サポートモデルは総合的な学習の時間の指導法の観点
からも興味深いと言える。
図５　ピア・サポートモデルと各活動の位置づけ
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＊学習指導要領では「協同的」から改訂され「協働的」の語が
用いられており，本論文でもこれに合わせた。
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